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• （一社）OCFのご紹介

• BIM/CIM対応ソフトウェアのご紹介



Open CIM Forum

OCFとは http://www.ocf.or.jp/

■活動その１ Open CIM Forum(BIM/CIM委員会)

国土交通省や農林水産省等のBIM/CIM関連委員会へ委員として参画し、ソフト
ウェアベンダー目線での意見、情報を発信しBIM/CIMの推進を支援しています。

■活動その２ SXF検定・J-LandXML検定

2DCADデータの交換検定「SXF検定」とBIM/CIMデータの交換検定「J-
LandXML検定」を実施し、データの標準化・流通に向け活動しています。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オープンシムフォーラムではBIM/CIM基準やガイドラインへの対応に向けたBIM/CIM委員会を設置し活動を行っています

検定ではSXF検定とJ-LandXML検定を行い、データ交換の標準化に取り組んでいます。



Open CIM Forum

Open CIM Forum WGの紹介

https://ocf.or.jp/cim/cim_member/参加企業 ２1社 はこちらから →

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ワーキンググループとしてLandXML仕様策定WGとBIM/CIMデータ活用WGを設置し、データ交換仕様やデータ交換上の問題点等を洗い出し、具申しています。




Open CIM Forum

BIM/CIM対応ソフトウェアのご紹介

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以下、BIM/CIM対応ソフトウェアを紹介します。



問合せ先 TEL:03-3851-2227 mail:info@bigvan.co.jp

Bigvan LandXML Checker
iLEX Series

国土交通省は建設現場の生産性向上を目的として調査、設計、施工、維持管理にいたる全プロセスにおいて、情報化を前提とした新基準「i-Construction」を
導入することとし、2016年3月には『ICT技術の全面的な活用（土工）』の実施方針が出されました。15の新基準のひとつとして国土交通省の道路事業、河川事
業の設計及び工事において必要となる３次元設計データの形式を定めた「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準（案）」が公開され、2024年3月には
「Ver.1.6」へと改訂が行われました。また「同運用ガイドライン（案）」は2022年3月に公開されています。

「Bigvan LandXML Checker」は、『 LandXML1.2に準拠した3次元設計データ交換標準（案）
Ver.1.6（略称：J-LandXML）』に対応したLandXMLデータチェックソフトです。

P21・SFC・ P2Z・ SFZ
DWG・DXF・JWW・JWC
DNC・BVF

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
株式会社ビッグバンのiLEX（アイレックス）シリーズの
「Bigvan LandXML Checker」（ビッグバン　ランドエックスエムエル　チェッカー）をご紹介します。

流通している『 LandXML1.2に準拠した3次元設計データ交換標準（案）Ver.1.6』に基づいて作成されたJ-LandXMLデータが正しく作成されているかのスキーマチェックや、
J-LandXMLデータと2次元図面の整合が取れているかの確認を行うソフトです。

画面右上のQRコードより商品紹介URLWEVページがご確認いただけます。


tel:03-3851-2227
mailto:info@bigvan.co.jp


問合せ先 TEL:03-3851-2227 mail:info@bigvan.co.jp

「LandXML1.2に準じた3次元

設計データ交換標準の運用ガ
イドライン（案）」に定められた
照査方法に対応

●3次元設計データ確認
●3Dプレビュー
●平面、縦断、横断データの
確認
●2Dデータの確認

3次元設計
データの修正

J-LandXMLデータ作成
（3次元設計データ）

設計 施工

情報化施工

納品・発注 完成データ納品

3次元設計
データの確認

3次元完成
データの確認

Bigvan 
LandXML Editor
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要
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Bigvan 
LandXML Checker

「LandXML1.2に準じた3次元

設計データ交換標準の運用ガ
イドライン（案）」に定められた
照査方法に対応

●3次元設計データ確認
●3Dプレビュー
●平面、縦断、横断データの
確認
●2Dデータの確認

Bigvan 
LandXML Checker

Bigvan LandXML Editor
iLEX Series

Bigvan LandXML Checker
iLEX Series

「Bigvan LandXML Checker」は、 J-LandXMLに準拠した3次元設計
データを読込み、閲覧、チェックを目的とした２Ｄ＆３Ｄのチェッカー
ソフトです。「LandXML1.2に準じた3次元設計データ交換標準の運用ガ
イドライン(案)」に定められた照査方法に対応しています。

［Bigvan LandXML Editor」は、各社の道路設計CADから出力されたJ-
LandXMLに準拠した3次元設計データを読込み、横断データの確認、追加、
および編集ができます。また、SXFデータなどの横断図面から自動認識、自
動トレース機能を使って簡単に高精度な納品データの作成が行えます。

Bigvan 
LandXML Editor

ICT建機による
施工

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
iLEX シリーズの各プロセスでの活用としては、
●設計段階では
Bigvan LandXML Editor
で、3次元設計データに対して2次元図面を元に横断データを追加、編集することが可能です。
Bigvan LandXML Checker
で、3次元設計データのView及び確認が可能です。

●納品・発注段階では
Bigvan LandXML Checker
で、3次元設計データのView及び確認が可能です。

●施工段階では
Bigvan LandXML Editor
で、3次元設計データに対して施工時に設計変更があった場合の2次元図面を元に横断データを追加、編集することが可能です。
Bigvan LandXML Checker
で、3次元設計データのView及び確認が可能です。

●完成データ納品では
Bigvan LandXML Checker
で、3次元設計データのView及び確認が可能です。


すべてのプロセスで、Bigvan LandXML Checkerは、軽量なソフトなので、各プロセスで表示確認ソフトとして利用することができます。

tel:03-3851-2227
mailto:info@bigvan.co.jp


AEC Collection による業務ワークフロー * 一部の製品のみ記載

調査・測量
(事業検討, 3D 測量)

設 計
(BIMCIM モデル,
図面, 数量算出)

施 工
(施工計画, 設計照査, 
3D 測量, 出来形管理)

維持管理
(管理台帳)

機能紹介／教材 はこちら
https://bim-design.com/infra/
NETIS 登録番号：
KT-200110-VE

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
オートデスクは、建設・土木・インフラ業界向けに　AEC コレクション というパッケージを販売しています。
このパッケージには、汎用のオートキャドに加えて、調査－設計ー施工―維持管理に活用できるBIM/CIMに必要なソフトウェアが含まれています。�具体的には、写真からの点群作成や点群を処理を行うReCap（リキャップ）、土木3次元CADのCivil3D（シビルスリーディ）、土木構造物作成のためのRevit（レビット）、各種3次元データを統合して干渉チェックやフリーのビューアでモデルを確認できるNavisworks（ナビスワークス）、広域の現況モデルから概略設計を行ったり統合モデルを作成できるInfraWorks（インフラワークス）などが含まれています。�また、Civil3DやRevitの業務を自動化するための Dynamo（ダイナモ）を使用することができます


https://bim-design.com/infra/


機能紹介／教材 はこちら
https://bim-design.com/infra/
NETIS 登録番号：
KT-200110-VE

クラウド上の
共通データ環境

ソフトウェア上の作業の自動化

地形/線形/土工
BIM/CIM データ

構造物
BIM/CIM データ

汎用
BIM/CIM データ

他社データ
- dwg
- IFC
- LandXML

設計案の比較／シミュレーション 施工ステップ／干渉チェック

統合

点群データ

統合

レンダリング／アニメーション
視覚
化

視覚
化

AEC Collection の活用イメージ * 一部の製品のみ記載

高度な視覚化、アニメーション 車両スイープパス解析

汎用構造解析ツール（Revitとの相互連携）

他にも…

などなど…

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このAEC コレクションに含まれる主なソフトウェアの概要です。�各製品の機能や情報は、オートデスクの土木・インフラ向けのBIM-Design というサイトで 製品動画や操作テキスト、ユーザー事例などを確認することができます。�QRコードをスキャンすることで、製品紹介スライドや各種機能説明動画、機能紹介のオンデマンドセミナー、トレーニング教材などを確認することができます。是非、ご確認ください。


https://bim-design.com/infra/


【技術名称】
3次元点群処理ソフトを用いた施工土量計測システム
【NETIS登録No.】KK-150058-VE

【技術名称】
3次元モデルを利用したBIM/CIMコミュニケーションシステム
【NETIS登録No.】KK-160043-VE

0570-039-291本社／福井県坂井市丸岡町磯部福庄5-6

【福井コンピュータグループ総合案内】 【受付時間】9:00～12:00 ／13:00～18:00
※土曜、日曜、祝祭日、弊社指定の休業日は除きます。

令和7年度NETIS”推奨技術”製品ご紹
介

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度、「TREND-POINT」および「TREND-CORE」はNETIS「推奨技術」に選定されました。
国土交通省がNETISに登録された新技術の中から、外部有識者の審査を経て、画期的な新技術を選定しているもので、
令和７年度の１５の推奨技術のうちの２つがTREND-POINTとTREND-COREです。
このNETISの最高ランクである「推奨技術」選定によって工事成績評定が最大２点プラスとなります。
BIM/CIM等において実績の多い安心してご利用いただけるソフトウェアになっております。




建設インフラ事業部

• UAVによる空中写真撮影や3Dレーザースキャナー等で取得される
複数点群データを用いたメッシュ土量計算により、時系列での土量変化を把握できる。

• 各施工段階での土量の差分計算ができる。結果はCSV形式で出力可能。

技術名称：3次元点群処理ソフトを用いた施工土量計測システム

ドローン(UAV)の空中写真撮影やレーザスキャナで得た点群データを用いたメッシュ土量計算により、施工前後および
各施工段階での土量の差分を計算できる技術です。

• 平面図・正面図・側面図を一括配置し、立体的な姿勢のまま構造物モデルの作成が可能です。
• バックホウ・ダンプトラックの一般的な重機や足場等の仮設材、フィニッシャー・杭打ち機・台船等の特殊重機まで
今すぐ使える土木施工専用の3D部品（約2,600点）を標準搭載しています。

技術名称：3次元モデルを利用したBIM/CIMコミュニケーション

設計図面や3次元計測データを元に施工現場を3Dモデルで表現し、解り易い施工計画やシミュレーションを行うことが
できます。施工手順の説明や安全教育、地域住民に対する現場説明資料、施工時の情報共有などで活用できます。



GEO-CRE®（ジオクリ）は、地形データ、高品質ボーリングデータ（PRO版の機能）、地質踏査データ、物理探査データ、
準3次元図面、各種CADデータなどを見える化し、バーチャルな3次元地質・地盤モデリングを可能とします。
構築した3次元地質・地盤モデルを用いて、BIM/CIM/i-Constructionの支援、各種シミュレーションへの利用、2次元CAD図
面の作成、CGアニメーション作成なども可能です。

3次元地質解析システム
GEO-CRE® /GEO-CRE®PRO

OYOGeoTools

点群データはShizuoka point Cloud DB(https://pointcloud.pref.shizuoka.jp/)を使用

建設プロセスで3次元地質・地盤モデルを利活用する

詳しくは、https://www.oyogeotools.com/

アカデミックライセンスを無償提供中※

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
GEO-CREは3次元CADの性能を利用し，3次元仮想空間でリアルタイムな地質モデリング作業を実現しました。
3次元CADのモデル精度を確保しつつ，数cm～数10㎞の地質モデルを同一空間で扱うことが可能です。
オーバーハングや褶曲する複雑な地質境界面の作成も可能で，さらに，岩盤区分/割れ目/断層など様々な地質モデルにも対応可能です。
全ての3次元地質モデルを同一空間で取り扱うことができるため，種類の異なるモデル同士の交差抽出（地層モデルを風化帯や岩級区分で分割する，掘削法面で切断するなど）や，
モデル形状の加工など，3次元モデルから派生するモデルや得られる情報の自由度が高いツールです。

＜アカデミックライセンスについて＞
高専/大学の学生・教員様を対象にGEO-CREを無償提供しています。（GEO-CRE Proは非対象）
なお、GEO-CRE無償版ご利用の場合は、Rhinoceros教育版（導入価格は最大90% OFF）が必要です。
商用利用（例：3次元地質モデル作成のアルバイト）も可能です。

項　目
概　要（2025年7月時点の主要機能）
（１）地盤情報の取り扱い
◆統合データ管理：プロジェクト単位で地質調査データ・地質モデルを管理
◆地質調査データ可視化：国土地理院DEMデータ、ボーリング柱状図作成（柱状図　xmlデータ入力/出力）、走向傾斜データ、地質構造ステレオ解析、
物理探査データ（物性データ）、物性値表示、物性モデル等値面・等値ボリューム
◆地形・地質モデル作成：境界面レイヤセット作成・管理、地質境界面計算
　地形モデル作成、地層ソリッドモデル作成、境界面モデル計算ログ出力

（２）3次元オブジェクト作成
◆オブジェクト作成：点、点群、ライン、ポリライン、NURBS曲線、NURBSサーフェス、
　メッシュ、ソリッド（NURBS・メッシュ）、NURBSサーフェス・メッシュ上に曲線描画、
　ハッチング　等
◆編集・変形・加工：座標変換、1D/2D/3D尺度変更、2D/3D回転、オブジェクト
　切断・結合、ブール演算、ポリゴン削減　等

（３）分析
◆3次元モデル同士の干渉チェック：交線抽出
◆3次元モデルの精度チェック：切断面表示、コンター図作成、断面図作成、
　点とサーフェスモデルの誤差計算　等
◆計測・計算：距離、面積、体積、重心計算、日照計算　等

（４）CG・表現
各種レンダリング、高品質レンダリング、アニメーション、アナグリフ（立体視）、VR機器出力、3Dプリンタ出力、接触デバイス入力　等 

（５）基本データの管理
プロジェクトにフォルダ管理、階層型レイヤマネージャ、ワークセッション（複数使用者とのコラボレーション）等

（６）データ入出力
txt(点群)、各種画像(jpg/png/pcx/tga/tiff/bmp)
3次元データ：dwg/dxf/skp/dgn/stp,step/stl/igs,iges/wrl/
　　　　　　　　　obj/lwo/igs,iges/3ds/inp(AVS UCD)/　等

（７）動作環境
◆対応OS
　Windows 10/11   64bit（32bitでは動作しません）
◆ハードウェア
　RAM 8GB以上推奨
　64ビットのIntelまたはAMDプロセッサ（63より多いCPUコアは対応外）
　OpenGL 4.1対応のグラフィックスボード※を推奨（※4GBビデオRAMまたはそれ以上を推奨）
　フルHDサイズモニター　解像度1920×1080px 以上推奨
  HDD/SSD空き容量　インストール：5GB以上　作業用：100GB以上

＜販売価格＞
【年間サブスクリプションライセンス】　　
	　　　GEO-CRE Ver.3.0	　　GEO-CRE Pro Ver.3.0	
標準ライセンス	　　　　  211,200円/年	　　   380,160円/年	
アカデミックライセンス　　　　　　0円	          －(提供なし)	

※GEO-CREの導入にはRhino8のライセンスが必要です。
　Rhino 8 商用版：209,000円
　Rhino 8 教育版：44,000円
　Rhino 8 アップグレード商用版：121,000円

本製品の詳細は下記URLを参照ください
https://www.oyogeotools.com






https://pointcloud.pref.shizuoka.jp/


BIM/CIM支援3次元地盤モデル構築・管理システム
OCTAS®Modeler

OYOGeoTools

建設プロセスで3次元地質・地盤モデルを利活用する

OCTAS®Modeler (オクタス モデラー) は、地質・地盤モデル
の3次元可視化機能とモデリング機能を有し、地質調査データ、
地質解釈データ、地質・地盤リスク情報、モデル利活用に関わる
属性情報を格納・管理し、それらを後工程で利活用することが可
能な、コンパクトな“地盤BIM/CIM”プラットフォームです。

建設事業に深刻な影響を与える地質・地盤リスクの可視化や
リスクマネジメント情報の共有、次の建設事業プロセスへ地盤
BIM/CIMデータを継承することを目指します。

フリービュア 「OCTAS」 も公開中

地層モデル 土質モデル

地盤強度モデル
支持層モデル

地下水面モデル

3次元CADデータ
インポート

属性情報、品質・性能情報、
地質・地盤リスク情報、照査記録等

地盤情報

詳しくは、https://www.oyogeotools.com/

アカデミックライセンスを無償提供中※

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
OCTAS Modeler (オクタス モデラー) は、地質・地盤モデルの3次元可視化機能とモデリング機能を有し、地質調査データ、地質解釈データ、地質・地盤リスク情報、
モデル利活用に関わる属性情報を格納・管理し、それらを後工程で利活用することが可能な、コンパクトな“地盤BIM/CIM”プラットフォームです。
建設事業に深刻な影響を与える地質・地盤リスクの可視化や　リスクマネジメント情報の共有、次の建設事業プロセスへ地盤BIM/CIMデータを継承することを目指します。
都市インフラや大型プラント等の重要構造物の多くは平野部に建設されているため、「OCTAS Modeler」は需要の高い平野部の3次元地質・地盤モデルをターゲットとしています。
（山岳地にみられる断層、褶曲、岩盤の亀裂・断層などの不連続面、地山分類、地すべりなどの複雑な地質・地盤モデルの場合は、高度なモデリング機能が必要となるので、弊社製品では「GEO-CRE 」の利用を推奨します）

＜アカデミックライセンスについて＞
高専/大学の学生・教員様を対象にOCTAS Modelerを無償提供しています。
商用利用（例：3次元地質モデル作成のアルバイト）も可能です。

項　目
概　要（2025年7月時点の主要機能）
（１）可視化機能
3次元CADデータ（dxf Ver2004）、 VRMLデータ (VRML 2.0) 、点群データ（txt,las）、柱状図データ（xml）
計測データ（地盤注入工や地すべり観測等のモニタリングデータを想定）、物性データ（物理探査データ　等）
時系列データ、地図情報(shape)等

（２）ビューア操作
レイヤコントロール、レイヤグループ・名称等の変更、レイヤ設定・3次元表示設定保存（保存・設定ファイルはテキストエディタで編集可能）
モデル断面表示（任意指定・スライド）、縦スケール変更、視点変更、スケールバー/方向表示 、属性情報表示、
外部ファイル（PDF,Word,Excel,OCTAS統合データ）とのリンク　等
ウォークスルー機能は、使用者の視線で3次元データ・モデルを可視化することが可能な簡易VRである。
ウォークスルーパスに沿った視点移動も可能である。

（３）データ管理機能
全データは、プロジェクト管理機能により、データのカテゴリー毎に分類して所定の階層フォルダに格納する。
様々な建設情報システム・プラットフォームでも利用できるように、取り扱う地盤情報と3次元地質・地盤モデル、および、属性情報ファイルはオープンフォーマットを採用した。

（４）モデリング機能
簡易な手順で3次元の地層モデル、支持層モデル、土質区分モデル、地盤強度モデル、地下水面モデルを作成することができる。
境界面の補間にはBS-Horizonを採用し、ボクセルモデルの3次元補間アルゴリズムにはIDW（逆距離加重法）を採用した。
将来的に補間アルゴリズムの拡張も可能である。

（５）属性情報記録機能
3次元地質・地盤モデルに関わる属性情報は、地盤に対応するBIMデータ交換標準が未確立なため、当面は外部参照ファイルへの記録としている。
外部参照ファイルは「3次元地質・地盤モデル継承シート(URL：https://www.3dgeoteccon.com)」を採用した。
「3次元地質・地盤モデル継承シート」への、属性情報、品質・性能情報、地質・地盤リスク情報、照査記録等の記録が可能

（６）データ出力
クライアントやステークホルダーに受け渡すためのデータセットは、フリービュア版のOCTAS Managerにて納品する。
OCTAS ManagerはOCTAS Modelerの操作パネルから発行する。
3次元モデル断面図のCADデータ（dxf）出力可能。

（７）動作環境
◆対応OS
　　　Windows 7/8/10/11   64bit（32bitでは動作しません）
◆ハードウェア
　　　Intel Corei3～i7/ AMD Ryzen7 2700X 動作確認済み
　　　RAM　8GB以上推奨　GPU使用推奨
　　　モニター　1920×1080 (Full HD) 以上推奨
　　　HDD/SSD空き容量　インストール：3GB以上　作業用：20GB以上

＜販売価格＞
【年間サブスクリプションライセンス】　　　　
　　◆8万円（税別）/年

本製品の詳細は下記URLを参照ください
https://www.oyogeotools.com
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線形計画から法面展開、各種座標計算

3次元地形モデルを利用した道路計画
APS-21シリーズ
○ 現況高さ編集ソフト「APS-ZE」
○ 道路・鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ」
○ 交差点設計図化システム「APS-C」
○ 道路横断図システム「APS-ODAN」
○ APS-3D Viewer 

3D現況地形＋航空写真の読み込み

計画した線形を3D表示、任意の視点での確認

立体交差点にも対応「走行シミュレータ」による走行確認

＜APS-3D Viewer（無償）＞
APS-21シリーズで作成した3Dモデルを
閲覧できるビューアです。

ダイヤモンドIC

APS-3D Viewer

横断図から土工の3次元設計データ
（J-LandXML）へエクスポート

APS-MarkⅣ

交差点走行

APS-ZE

〒171-0014 東京都豊島区池袋2-51-14 飛翔ビル5F ℡03-5396-0521 https://www.mtc-aps.co.jp

土工編

APS-ODAN

APS-DCによる
道路設計照査

が重要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
弊社は、道路設計を行うのに必要な設計用ソフトウェアを用意しております。�線形計画時の設計照査がとても重要。計画した線形を照査しながら3Ｄモデルを作成します。
①APS-ZEを利用し、「3次元地形モデルの読み込み」、「2次元平面図を3次元化」、「航空写真の読み込み」が行えます。
②APS-MarkⅣでは、①で作成した3次元地形モデルを利用し線形検討から法面展開まで一連の道路計画が行えます。
③道路計画したデータをAPS-3D Viewerで立体的に表現できるので、受発注者間での協議や合意形成等で利用できます。
④走行シミュレータは、視距確認や2画面同時走行による線形の比較検討が行えます。
⑤これらの結果から横断図が作成でき、土工の3次元設計データの「J-LandXML」に出力できます。



株式会社エムティシー

APS-21シリーズ
○ 道路・鉄道線形計画システム「APS-MarkⅣ」
○ トンネル設計補助システム「APL」
○ トンネル坑口配筋図システム「APL-P」
○ APS-3D Viewer 

APS-MarkⅣ

平面、縦断線形を登録（J-LandXMLのインポートにも対応）
APS-MarkⅣ・APL-P

断面検討

舗装工

支保工

坑門工

排 水 工 詳 細 図
断 面 図 縮尺　１：６０
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横 断 排 水 工
高密度ポリエチレン管 φ150 x 3066

（有孔管）

横 断 排 水 工
塩化ビニール管 φ100 x 1500

（無孔管）

裏面排水工Ａ

横 断 排 水 工
高密度ポリエチレン管 φ150 x 3066

（有孔管）

横 断 排 水 工
塩化ビニール管 φ100 x 1500

（無孔管）

裏面排水工Ａ
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横 断 排 水 工
高密度ポリエチレン管 φ150 x 3082

（有孔管）

横 断 排 水 工
塩化ビニール管 φ100 x 1400

（無孔管）

裏面排水工Ａ

横 断 排 水 工
高密度ポリエチレン管 φ150 x 3082

（有孔管）

横 断 排 水 工
塩化ビニール管 φ100 x 1400

（無孔管）

裏面排水工Ａ

ＤⅢ-ａ,ＤⅢ-ａ  断面
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横 断 排 水 工
高密度ポリエチレン管 φ150 x 3082

（有孔管）

横 断 排 水 工
塩化ビニール管 φ100 x 1500

（無孔管）

裏面排水工Ａ

横 断 排 水 工
高密度ポリエチレン管 φ150 x 3082

（有孔管）

横 断 排 水 工
塩化ビニール管 φ100 x 1500

（無孔管）

裏面排水工Ａ

中央排水工
（インバート無し） （インバート有り）

縮尺　１：１０
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　高密度ポリエチレン管　
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インバート埋戻し材
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フィルタ－材

基礎コンクリート

横断排水工Ａ 縮尺　１：１０
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中　央　排　水　工　材　料　表
                                                                                                （１０ｍ当り）

          数      量          
  名                  称      形  状  寸  法  単位   摘            要  

インバート無し インバート有り

掘削 ｍ 4.800 4.8003

基礎コンクリート C2-1 ｍ 0.505 0.7613

フィルター材 ｍ 3.0213

インバート埋戻し材 ｍ 3.2773

高密度ポリエチレン管 φ300 ｍ 10.000 10.000

横　断　排　水　工　材　料　表
                                                                                                             （１ヶ所当り）   

                  数            量                  
  名            称     形   状   寸   法 　 単位   摘            要  

Ｂ, Ｂ ＤⅡ, ＤⅡ DⅢ-a, DⅢ-a

掘削 C2-1 ｍ 1.139 1.054 1.0543

基礎コンクリート ｍ 0.167 0.161 0.1613

インバート埋戻し材 ｍ 0.781 0.786 0.7863

高密度ポリエチレン管 φ150 ｍ 6.132 6.164 6.164

塩化ビニール管 φ100 ｍ 3.000 2.800 3.000

接続管 ケ 1 1 1

IFC出力

３次元モデルに直接
付与する属性情報

３次元モデルに外部参照する
属性情報

3D Viewerで確認

線形＋トンネルデータから
3Dモデルを作成。

BIM/CIMモデル（構造物モデル）
の納品ファイル形式であるIFC
（3次元モデル＋属性情報）に出力

＜3Dモデル＞

＜属性情報（直接付与、外部参照）＞

トンネルBIM/CIM

〒171-0014 東京都豊島区池袋2-51-14 飛翔ビル5F ℡03-5396-0521 https://www.mtc-aps.co.jp

トンネル編

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
線形データとトンネル設計した結果からCIMモデルが作成できます。
CIMモデル（構造物モデル）の納品ファイル形式である「3次元モデルに属性情報を付与したIFCファイル」に出力できます。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
JIPテクノサイエンスは、鋼橋、コンクリート橋の上部工設計、鋼橋においては製作システムを開発販売しています。

製品名：　BeCIM／MB Plus（ビーシム エムビー プラス）　鋼橋BIM/CIMモデリングシステム

＜システム概要＞
◆ 鋼橋
鋼桁橋設計システム「HyBRIDGE」（ハイブリッジ）からデータを連動し、鈑桁橋、箱桁橋の上部工（主構造）モデルを簡単に作成できるCIMモデリングシステムです。
概略設計シリーズの「JSP-1W  非合成桁の概略自動設計」、「JSP-4W 単純合成桁の概略自動設計」からもデータ連動が可能です。
また、日本橋梁建設協会が提案する「設計情報属性ファイル交換標準（案）主構造鈑桁編」に対応したオプションを2024年10月にリリースしました。
今後は、鈑桁編のさらなる充実や箱桁編の開発を予定しています。



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
製品名：　BeCIM／CB（ビーシム シービー）　PC桁橋BIM/CIMモデリングシステム

＜システム概要＞
◆PC桁橋
　ポステン桁・プレテン桁のT桁橋・スラブ桁橋、PCコンポ橋の上部工BIM / CIMモデルを自動生成するモデリングシステムです。
　このソフト１本で線形要素（簡易）を考慮した概略モデルから別途座標入力による詳細モデルまで瞬時に作成できます。
　また、弊社製品の設計システム「PC-Navi」「JIP-COMPO」からデータを連動することも可能です。



計画

調査・測量

設計施工

維持管理

インフラDXのプラットホーム
オールインワンCAD

データ流通のプラットホーム
情報共有Cloudサービス BIM/CIMモデル作成業務

も請け負っています。

ICT建機データ

土量計算
工費計算

NETIS登録番号 ： KK-160030-VE

点群データ

川田テクノシステムは インフラDXのプラットホームとして
   ・  を提案いたします

現況モデル

地形サーフェス

設計計算

地質モデル

維持管理点検
システム

お問合せは： webmaster@kts.co.jp

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
川田テクノシステムが提供するBIM/CIMソリューションは国産3DCAD「ヴィーナスクレア」を中心に据え、各種専用システム「キットシリーズ」で構成されています。
BIM/CIMにおける、すべての分類モデルをオールインワンシステムで扱うことができ、統合モデルの閲覧から数量算出、施工ステップ、走行シミュレーション、干渉チェック等の様々な機能によるモデル活用が可能です。
3D設計は手軽さとスピード感が重要です。簡単モデラーを利用する事で3D設計が身近なものとなりBIM/CIM業務の遂行を容易にしてくれます。
また、「情報共有システム」の活用には実績豊富な「ベースページ」をご提供します。業界ベストセラーとなった「電納ヘルパー」で培った電子納品のノウハウを活かしたオンライン電子納品にも対応しており、BIM/CIM事業のプラットホームシステムとして活用して頂けます。



株式会社エムティシー

ボーリングモデルから
地層・支持層モデルを作成

GEO_Kit

地形モデル・支持層モデルを考
慮した橋長検討支援機能を搭載
し比較案を自動作成

STR_Kit

液状化の判定結果と橋台位置の
比較案を元に各下部工の安定計
算までを行います。

下部工設計

液状化判定

ボーリングモデルから
液状化判定

BRIDGE_Kit

上部工形式の計画により
橋梁モデルが完成

土留め掘削モデルを作成し
慣用計算を実行。

KUSSAKU_Kit

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
川田テクノシステムのヴィーナスクレアシリーズは、単なるモデリングシステムではなく、作成したモデルと設計計算が連動することにより、エンジニア自らが考えた計画や検討した思想を直観的に反映させることができるシステムを提供いたします。
インフラDX時代における設計の在り方を変える、エンジニアの構想を最大限に活かすための3次元先行設計システムが川田テクノシステムのヴィーナス クレア シリーズです。
こちらは、地質モデルから液状化の判定を行い、橋梁下部工の断面計算までを行うシステムの一例です。
また、山岳部においては支持層などの状況により橋台位置の検討が必要になりますが、比較案を自動作成し、そこから設計計算までを一括で行います。
その他にも樋門、砂防えん堤、擁壁、ボックスカルバート、土留め工などの構造物がBIM/CIMモデルと設計計算の連携に対応しているほか、側溝や集水桝モデルの配置により流量計算、通水量の計算に対応しています。



3次元リアルタイム・バーチャルリアリティソフトUC-win/Roadは、各種オープンデータ（国土地理院、
PLATEAU対応）、測量データ、設計データなど、IFC、J-LandXML等、CIMデータを含む各種データを
取り込み、各種プロジェクトの3次元大規模空間を簡単なPC操作で作成し、多様なリアルタイム・シミュ
レーションが行える先進のソフトウェアです。UC-1設計シリーズや解析ソフトウェアの、CIMデータを
活用した3DVRデジタルプラットフォームにより、土木建築分野はもとより、様々な分野に活用できます。

計画  → 調査･測量  →    設計   →     施工    →    維持管理

BIM/CIM設計照査ツール

3DVRデジタルプラットフォーム

照査ツール ＆ 照査シート

国産統合型2D/3DCAD
 CGソフトウェア

IFC対応 2D/3D CADIFC情報表示編集機能

オープンデータ 測量データ 点群データ インフラデジタルデータ設計データ 解析データその他データ

FEM解析

UC-1設計
シリーズ

BIM/CIMデータをフル活用！
国土強靭化ソリューションに展開

BIM/CIMプロセスを支える設計/解析/3DVRソフトウェア

3DVR浸水･氾濫ハザードマップサービス

土石流シミュレーション避難解析

BIM/CIMツール

UC-1 BIM/CIMツール

・J-LandXML
・IFC ・3DS

シリーズ
・2DCAD連携
・3D配筋CADデータ入力
・AIによる対話型設計

BIM/CIMモデル設計照査ツール

・走行シミュレーション
・4Dシミュレーション

（工程管理）
・VRゴーグル連携

インフラデジタルデータベース

3D配筋CAD
3DモデルIFC変換

連携

連携

連携
連携

インポート

DXデータセンター対応

BIM/CIM対応設計ツール

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
フォーラムエイトは、1987年の創業以来、土木・建築業界向けのBIM/CIM対応設計ソフトウェア、構造解析ソフトウェアの、販売、解析支援サービスを行ってきました。これらの技術と2000年から発売している3DVRソフトウェアの連携によって、BIM/CIMデータを用いた3DVRデジタルプラットフォームをベースに、各種ソリューションを展開しています。IFCデータやJ-LandXMLへの対応により設計・解析ソフトウェアと3DVRソフトウェアが連携し、計画、調査・測量、設計、施工、維持・管理の一連の業務に対応します。データ交換だけでなく、統合型3DCAD/CGソフトウェア「Shade3D」によるIFCデータの照査機能の提供など、BIM/CIM普及促進の後押しとなる製品展開も行っています。BIM/CIMデータをもとに作成した３Dデジタルシティは、VRデジタルプラットフォームとして、国土強靭化に資する各種ソリューションの土台となっており、土木・建築業界をはじめとする幅広い業界、国・地方自治体、大学、研究機関に3DVR浸水ハザードマップサービス、津波解析、土石流シミュレーション、避難解析などの各種ソリューションを提供しています。



PLATEAU(プラトー) インフラデジタルデータベース3D都市モデルデータベース 点群データ

BIM/CIMモデルを自動運転、遠隔操縦等に活用！

遠隔操縦自動運転 連携･訓練 訓練･安全教育

オープンデータ、点群データのBIM/CIMモデルとの融合

Web3DVRプラットフォームでBIM/CIMデータを活用！

http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/

業界最先端の技術によりオープンプラット
フォーム化を強力に推進。最小限のコストでク
ラウド上での開発・展開から、テレワーク、商
品PR・広報まで、DX時代に必須のバーチャル
プラットフォームをメタバースとして構築。

ブロックチェーン技術を介してあらゆるファイル
形式の認証に対応したNFTを生成し、契約書、領
収書・証明書の発行にも対応した、安全なプラッ
トフォームを提供。

・Vending Machine（NFT自動販売機）
・SIGHT KEEPER

（GPS活用のプロモーションツール）
・F8NFTチケッティングシステム
・F8NFTポイントバンクシステム

（ポイントサービス、地域通貨）
・バーチャル住民票
・NFT証明書(設計書、書類など)の証明

適用事例

複数DBと連携しデータを横断的に活用可能

複数の任意のデータベースと連携し、データを横断的に検索、閲覧できるシステム。
関係者間でのデータ共有、データアクセス限定によるデータ公開などが可能です。
点群や３Dモデルの大容量ファイルの保管にも対応しています。インフラ管理･盛土管理
システム･自動運転モニタリング・MaaSデジタルマップなど様々なシステムに利用可能。

インフラ管理システムの構築例

・利用者向けAPIを提供しサードパーティが
独自の検索、閲覧システムを容易に構築可能

・データ形式（項目）に依存しない利用が可能
・登録したデータの付属ファイルを大容量スト
レージに保管可能（3Dモデル、点群データ等）
・高度なデータ検索機能
・データの属性によるデータ集計機能
・位置情報の管理と2D空間検索機能
・高度なデータアクセス権限管理

特長

バーチャル
プラットフォーム
システム

WEB3.0/
NFTサービス 総合情報管理システム

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
BIM/CIMを支えるデータ作成、データ交換技術により、3DVRデジタルプラットフォームを容易に構築できます。これによって作成したデータをもとにi-Construcion分野での3DVR連携ソリューションや、Webソリューションを展開できます。i-Constructionの分野では、3DVRと連携する自動運転、遠隔操縦、連携操作、訓練、安全教育シミュレータなどの開発実施があります。Webソリューションでは、3DVRデジタルプラットフォームをもとに実務に利用できるメタバースプラットフォーム「メタバニア」の他、ブロックチェーン技術にもとづくNFT生成サービス「まじもん」を提供致します。複数データベースと連携し、データを横断的に活用可能なForumSyncも提供しています。

http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/
http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/
http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/


3次元設計データ要素解析抽出機能を搭載し、効率的に2次元図面から3次
元データを作成する、3D施工データ作成ソフトウェアです。
道路や河川の路線情報の入力と、断面変化点のデータをセットした3次元スケ
ルトンデータ（3D施工データ）を作成できます。
作成したデータは快測ナビ用の3D施工データとしてはもちろん、i-Construction
やBIM/CIMでの活用、またICT建機用データとしても利用できます。

KENTEM BIM/CIMソリューション

線形・土工形状モデル作成 点群処理・地形データ作成

3D施工データ作成に必要な機能を豊富に搭載した日本国内初の専門ソフト

小規模工事はもちろん、圧倒的な速さで、
現場に合わせた3D施工データを作成できます。

i-Constructionに対応した点群処理ソフトウェア

充実の点群編集機能

UAVやレーザースキャナーなどによる3次元測量によって得られた点群データ
から、樹木や重機などの不要な点を除去することができます｡様々な点群
編集機能で効率よくフィルタリング作業を行えます｡

i-Constructionの出来形集計（ヒートマップ）に対応

3次元設計データと計測点群データを元に、i-Constructionに対応した出来
形評価の集計とヒートマップ表示データを作成することができます。
構造物の出来ばえ評価にも対応しています｡

https://www.kentem.jp/

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
SiTECH 3Dは2次元の平面図､縦断図､横断図から線形･土工モデルを作成するソフトウェアです｡�多彩な機能を搭載し､圧倒的な速さで3次元設計データ･3D施工データを作成することができます｡
作成したデータは｢ICT施工現場端末アプリ『快測ナビ』｣で使用することはもちろんですが､i-ConstructionやBIM/CIMでの活用､またICT建機用のデータとしても利用できます｡

SiTE-ScopeはUAVやレーザースキャナーなどによる3次元測量によって得られた多数の点群データを取り扱うことができる､点群処理･地形データ作成ソフトウェアです｡
充実した点群編集機能により､不要な点群をフィルタリングすることができます｡
i-Constructionによる面管理での出来形管理評価にも対応しており､土工や舗装のヒートマップ評価や､構造物の出来ばえ評価なども可能となっています｡



KENTEM BIM/CIMソリューション

構造物モデル作成 統合モデル作成

直感的な操作で、簡単に構造物モデルを作成するソフトウェア 多彩なファイルフォーマットに対応！統合したBIM/CIMモデルを簡単に作成

3Dイラストの配置や4Dシミュレーションで時間軸に応じた統合イメージの確
認ができます。
また、SiTE-NEXUS上に配置した構造物モデルは、快測ナビと連携して、
3Dモデルを活用した施工時の測量に使用することも可能です。

作成した面を押し出すことで、簡単にモデリング

ソリッドモデルを簡単な操作で作成・配置することができます。基本的な操作
は、面を作成して、押し出すだけの2ステップ！

モデル演算機能で、ソリッドの切抜や分割も簡単にモデリング

合成 別々に作成した各パーツの複数のモデルを1つのモデルに合成可能
分割 造物モデルを後から分割可能（例：コンクリート構造物の最終形状から、ロット割を再現）

抽出 重なり合った複数モデルの重なり箇所を取り出すことが可能
切抜 重なり合った複数モデルの重なり箇所を切り抜くことが可能

点群 3D施工データ 3Dイラスト 構造物モデル

ビューア 快測ナビ

https://www.kentem.jp/

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
SiTE-STRUCTUREは構造物モデルを作成するソフトウェアです｡
面を作成し､押し出しやスイープ､ロフトなどの機能を使い､簡易な操作でソリッドモデルを作成することができます｡
モデルの合成､分割､抽出､切抜などのブーリアン演算機能も搭載｡
BIM/CIMの構造物モデルを作成する用途としてはもちろんですが､作成したソリッドモデルを｢ICT施工現場端末アプリ『快測ナビ』｣で使うこともできますので､作ったモデルを施工の測量や位置出しで活用することが可能です｡

SiTE-NEXUSは統合モデルを作成するソフトウェアです｡
SiTE-Scopeの点群データ､SiTECH 3Dの3D施工データ､SiTE-STRUCTUREの構造物モデルはもちろん､様々な外部ファイルの取り込みにも対応しています｡
各種データを統合したモデルを作成します｡
3Dイラストも搭載されておりますので､施工シミュレーションなどにも活用できます｡
時間軸を与えた4D表現も可能です｡



3D道路設計CAD STRAXcube

株式会社三英技研 お問合せE-mail  sales@sanei.co.jp     https://sanei.co.jp

・設計と3次元モデルのリンク
・複数線形間での切盛、平場計算

・小段、切盛境界の精密計算
・法面、擁壁巻込み計算

橋梁上部工

橋梁下部工 ボックス トンネル坑口

土捨て場と管理道の同時法面計算
3D土量計算

水路・側道付き擁壁3D計算

交差点設計

STRAXcubeの多様な3次元計算機能により、検討－設計－3次元モデルがシームレスに連携
・設計には重要な各種検討機能により、設計検討の効率化
・設計成果品（2次元）と3次元モデルの連動、別々に作成する必要がない
・設計技術者は2次元設計をしている感覚で、STRAXが3次元モデルを自動作成
・汎用CAD不要の横断図作成機能により、手間なく詳細設計成果品のまま J-LandXMLを出力

パラメトリック構造物部品

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
STRAXcubeが目指すBIM/CIMに対応した3次元設計とは、地形や計画の3次元情報をベースに持つことにより、複数の線形も考慮した上での高さ、勾配情報など設計検討に必要な3次元情報をいかに楽に設計技術者に情報提供するかによって、設計検討から成果図面作成の効率化と高精度化さらにはミスの低減を提供することを主目的としています。設計技術者はあたかも今までの2次元設計をしている感覚で、STRAXcubeの高度な3次元計算エンジンにより、3次元設計に慣れていない技術者でも簡単に3次元設計が可能となります。さらには内部に保有している3次元情報から3次元モデルデータを出力するだけで高品質なモデルが作成でき、設計変更時にも再出力によりモデルの変更も楽に対応可能になります。
また土工モデルであるJ-LandXMLは、STRAXcubeの横断設計では複数線形や多様な構造物があっても一切汎用CADに頼らず、数量自動計算まで含めた設計成果を作成出来ると言う唯一無二の機能により、詳細設計成果図面をそのまま書き出すだけでJ-LandXMLが自動作成可能となり、2次元設計と3次元土工モデルがリンクした状態で設計を行えます。



3D道路設計CAD STRAXcube

平面図で桝・水路の設置位置を
ピックするだけで計画高、地盤高
から水路敷高を自動計算

視点を回せば3D

3Dモデルからコンターを発生させ
流水方向の矢印を表示することで
どこに水が集まるのか一目瞭然

集水面積や
流出量Qまで自動計算

拡大図

株式会社三英技研 お問合せE-mail  sales@sanei.co.jp     https://sanei.co.jp

BIM/CIMによる3次元データの活用と設計の効率化を目指すSTRAXcube
・3次元だからこそ水の流れる方向が一目瞭然！ 集水面積は縦横断勾配を加味した最高点、最下点位置を自動計算し、流出量Qも自動計算
・水路作図機能は路肩、中分、小段水路は3次元の勾配情報から自動設置、その他の法尻水路や縦排水は平面図上をピックするだけで簡単に作図
・STRAXが背後に持っている3次元情報から自動で高さ付けをするので、水路敷高や勾配も自動計算し、流水方向の矢印も自動作図

最新のSTRAXcubeでは排水設計機能を搭載

流水方向と集水面積、流出量Qの自動計算 ピックするだけで簡単水路検討機能

集水面積模式図も自動作図

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最新のSTRAXcubeでは排水設計機能を搭載
BIM/CIMによる3次元データの活用と設計の効率化を目指すSTRAXの答えです。
3次元だからこそ水の流れる方向が一目瞭然！　集水面積は縦横断勾配を加味した最高点、最下点位置を自動計算し、流出量Qも自動計算
水路作図機能は路肩、中分、小段水路は3次元の勾配情報から自動設置、その他の法尻水路や縦排水は平面図上をピックするだけで簡単に作図でき、
さらにはSTRAXが背後に持っている3次元情報から自動で高さ付けをするので、水路敷高や勾配も自動計算し、流水方向の矢印も自動作図するので、
流末までの水路検討が簡単に可能となります。



問合せ： sales@graebert.jp www.graebert.jpGraebert Japan 合同会社

極めて高い AutoCAD®との互換性

BIM/CIM 対応
AutoCAD 互換 CAD

日本の建設業界において圧倒的なシェアを持つ AutoCAD 互換 CAD「ARES」
は、単なる AutoCAD の代替品ではありません。AutoCADで作成した図面ファ
イル（.dwg）を AutoCAD と同様な操作で編集ができるだけでなく、建設業界
で流通する主要な2次元CAD図面（JW_CAD / DXF / SXF）への対応も万全で
す。

クラウドを活用した共同作業（DX）

BIM/CIM プロジェクトを 可視化!!

※ BIMと地図機能は、サブスクリプションへの加入が必要です。

DWG | DXF | DGN
PDF | JWW | SXF UNDET

Plugin

国土地理院
ESRI Map

３D 構造物

点群CAD図面

地図

PC（Windows / Mac / Linus）のみでなく、モバイル版（iOS / Android）、
インターネットブラウザ（クラウド版）、あらゆるデバイスで図面ファイル
（.dwg）の読み書き、”編集” が可能です。

設計図、測量図、３Dモデル、点群 など、様々なデータを ARES へ取り込み、
ICT施工現場の可視化を安価に実現します。

マルチプラットフォーム

お好みのクラウドストレージ サービスに接続する
ことで、ARES が提供するコラボレーション機能
のメリットを享受できます。Dwgを使用した設計
環境を大幅に改善します。

• 排他制御
• バージョン履歴
• 図面比較

• 表示専用リンク
• コメント & マークアップ
• 電子メール通知

デモ動画

ARES ポイント 1

ARES ポイント 2

ARES ポイント 3

ARES ポイント 4



問合せ： sales@graebert.jp www.graebert.jpGraebert Japan 合同会社

BIM モデルビューア
ARES Commander に BIMデータ（IFC / Revit-RVT）を取り込むと、BIM モ
デルビューアとして利用できます。

ARES ポイント 7 Civil 3D オブジェクトサポート

ARES ポイント 5 ARES ポイント 6 UNDET 点群 プラグイン

ARES ポイント 8 様々なライセンス方式
お客様のニーズに合わせて様々なライセンス方式が用意されています。

永久ライセンス

年間ライセンス フレックスクラウド

ネットワーク

※ ARES Commander で 点群を利用するには、専用の プラグインが必要です。

• 数十億の点を高速に描画。
• 点群より断面形状、サーフェイスモデルを生成。

https://www.undet.jp

ARES Commander 2025 より、Autodesk Civil 3D 図形をエンティティを
サポート。Civil 3D 図形を適切に視覚化できるようになりました。

BIMエクスプローラ上で、
要素をクリックすると対象図
形がハイライト表示されます。

BIM モデル
階層構造

作図領域で図形をクリックす
ると、BIM エクスプローラ
上で対象となる要素がハイラ
イトされます。

取り込まれたBIMモデル
の階層構造をリスト表示。
リスト表示された BIM
要素がどの図形なのか？

一目瞭然！

BIM エクスプローラ

BIM モデル
階層構造

BIMデータ（IFC / Revit-RVT）に含まれる、BIM属性も取り込まれます。

プロパティパレットで、BIM
属性を確認。



3次元地盤モデル作成システム

TEL.：076-240-6588 お問合せE-mail pp-info@godai.co.jp https://www.godai.co.jp/GODAI KAIHATSU Corporation

BIM/CIM支援ソフト

MakeJiban

国土地理院(1,5,10mDEM)
KuniJiban

画像、コンター
DXF/DWG

GML、DEM、DIM
SIMA、J-LandXML

ソリッド地質体

ボクセル

任意地質断面

グラデーション 指定色 メッシュ テキスチャー 傾斜色 半透明 コンター

ボーリングや地質断面図などを基に
地質境界の曲面補間を行う3次元地盤モデルを作成するシステムです

属性情報表示

データリンク

LAS、XYZ
CSV、TXT

準3次元モデル

地すべりモデル トンネルモデル

豊かな表現力

各種データ出力
地形、地層：DXF/DWG、DEM

TIN、J-LandXML、CSV、TXT
画像：クリップボード
断面図・平面図：DXF/DWG
3Dオブジェクト：3D DWG/DXF

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
MakeJibanは、ボーリングや地質断面図などを基に地質境界の曲面補間を行うことにより3次元地盤モデルを作成するシステムです。
地質体などの地下情報を、あらゆる視点から３次元表示でき、地盤の状況を立体的に把握できます。
従来、地盤調査により蓄積されたボーリングデータや地質断面図などの地下情報は、点もしくは面の情報でしかなく、かならずしも隣接する情報との整合がとれているとは言えない場合もあり、再利用が難しい問題がありました。
また、より新しい調査結果を反映した地質図を作成しようとする場合、古い地質図を破棄して隣接の情報を考慮しながら作成しなおすなど、大変な労力が必要でした。
MakeJibanを使うことにより、これらの問題を解消し様々なプレゼンテーションや施工計画に応用できます。

概　要（2025年4月時点の主要機能）
■地盤モデルの作成
・地形：公開データ(国土地理院)、図面データ、点群データなどの様々なデータから3D地形データを作成します。
・地層境界面：ボーリング柱状図作成（柱状図xmlデータ）、地質断面図など、座標や画像に変換できるデータから地層境界面を作成します。
　（曲面推定方法：Bスプライン・改良Bスプライン・ドロネー分割・高速分割・BS-Horizon）
・地質・地盤モデル作成：地層境界面の上下関係から地質区分を行い、地層単位の3次元地質体(ソリッド)モデルを作成します。
・作成された地盤モデルはボクセル方法でボリューム計算ができます。

■データ出力
地形、地層境界面：DXF/DWG,DEM,TIN,J-LandXML,CSV,TXT
画像：グリップボードに保存して出力
3オブジェクト：3D DXF/DWG

■動作環境
・対応OS
　Windows10/11 64bit
・ハードウェア
　Intel Core i7を推奨（Xeonは非推奨）
　RAM 16GB以上推奨
　nVIDIA製GeForceシリーズ以降を推奨（Quadroは非推奨）
　True Colorが表示できるもの
　約2GBのディスク領域を使用
　ホイールマウス必須

＜販売価格＞
標準価額	462,000円
オプション　平面図変換機能	88,000円
オプション　斜面対策CIM機能	220,000円

本製品の詳細は下記URLを参照ください。
https://soft.godai.co.jp/soft/product/products/MakeJiban/index.htm
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MakeJibanで作成された地盤モデルに
斜面対策工の作成と配置を可能にしました。

3次元地盤モデル作成システム

TEL.：076-240-6588 お問合せE-mail pp-info@godai.co.jp https://www.godai.co.jp/GODAI KAIHATSU Corporation

BIM/CIM支援ソフト

斜面対策CIM MakeJibanで作成された地盤モデルに
斜面対策工の作成と配置を可能にしました。

グラウンドアンカー工

鉄筋挿入工 集水井工横ボーリング工水路工

のり枠工

抑止杭工 排水トンネル工

3Dオブジェクト適用 MakeJibanで作成された地盤モデルに、各種オブジェクトを組合わせて適用できます。

道路と切土・盛土地質 トンネル地質 ダム地質 土質データの表現

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
MakeJibanは、3次元地質地盤モデルを作成するシステムですが、特に地すべりやその対策工の表現するのに卓越しています。
地すべり地を表現するために地すべり面作成や地すべり領域を簡単に作成することができます。

■斜面対策工の作成
・MakeJibanで作成した地形データを基に斜面対策工を作成できます。
・種類：グラウンドアンカー工、鉄筋挿入工、のり枠工、集水井工、横ボーリング工、水路工、抑止杭工
・配置データと形状データから斜面対策工の3Dオブジェクトを作成します。

■3Dオブジェクトの利用
・設計から作成した3Dオブジェクトや施工に利用するデータなどを利用して、様々な現場の地質基盤のモデルを作成することができます。
　道路と切盛土・トンネル・ダム・土質データなどを3次元で表現できます。
・3Dオブジェクトのポリゴンデータはソリッド地質体に、サーフェスデータは地層境界面への変換ができ、3D地盤モデルの要素として利用できるので、
　自動計算で表現できない形状もデータとして利用することにより、特殊な形状の3D地盤モデルも作成できます。
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OCFはBIM/CIMの推進に貢献します！
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